
- 1 -

栄養分析システム取り扱い説明書 記載：MIW

１．起動画面

食品成分表の更新，献立の作成，食事の栄養分析各欠席連絡のメニューが表示されますので
したい処理を選択すればその処理の画面が表示されます。

２．食品成分表の更新
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［読込］のボタンをクリックし食品成分表を読み込んでください。
下に[▼▲]のスピンボタンで食品の成分が表示されます。
※［保存］と［削除］のボタンは成分表をこわしてはいけないため機能しないようにしてい
ます。
※どうしてもデータを変えたい場合は食品成分表は CSV ファイルにしていますので読み込
んで変更してください。

３．献立の作成

新規に作成するときは献立名をキーボードから入力し，料理区分と調理区分を[▼]ボタンを
押して選択してください。
次に必ず[読込]ボタンを押し食品成分表ファイルを読み込んでください。
読み込んだら食品群を選択しその重量を入力し左下の食品名をクリックすると真ん中下に食
品が登録されます。
これらを繰り返し食品を追加してください。
[食品クリア]ボタンを押せば登録した食品すべてが削除されます。
いらない食品は真ん中下に表示されている食品を選択し，[食品削除]ボタンを押せば食品は
削除されます。
重量は半角で入力してください。（起動時は一応半角モードにしています）
献立で必要な食品の入力が終われば[献立登録]ボタンを押し献立を登録してください。
不必要な献立は上の献立が表示されているペインで献立を選択し[献立削除]ボタンを押せば
献立が削除されます。
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献立の栄養分析を行うには[読込]ボタンを押し基準摂取量を読み込んでから次ぎの作業を行
ってください。
献立の表示されているペインで献立を選択し[選択→]ボタンを押し，献立を基準摂取量と表
示されている下のペインに献立を登録してください。（多くの献立も同様の処理で追加できま
す。）
[クリア]ボタンを押せば分析を行うため基準摂取量の下のペインの献立はすべて削除されま
す。
次に性別と年齢を[▼]ボタンで選択します。[作図実行]ボタンを押せば１日の基準摂取量の
３分の１での献立での摂取割合をグラフ化します。[消去]ボタンを押せばグラフは消去されま
すので献立を追加してまたグラフ化も可能です。
入力が終わったら［終了］ボタンを押すかウィンドウの×を押して終了してください。
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４．食事の栄養分析

食事の栄養分析では食事を朝食・昼食・夕食かを[▼]ボタンで選択します。
次に献立選択と表示されているペインに献立名が表示されていますので，献立を選択し[選
択→]ボタンを押せば選択されている食事のペインに献立が登録されます。
※不必要な献立を削除するには朝食・昼食・夕食の各ペインで献立を選択し，[削除]ボタン
を押します。
次に性別と年齢区分を[▼]ボタンで選択し，[グラフ作成]ボタンを押せばグラフ作成ウィン
ドウが開き各成分の摂取量が表示されますので[クラフ表示]ボタンを押せばグラフを表示しま
す。[印刷]ボタンを押せばプリントできます。
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ＰＳ．
このプログラムは２５年ほど前に DOS-BASIC で作成し多くの高等学校で使用していただ

いていたものを Windows で使用できるように基本レイアウトはそのままで作り直したもので
す。MS-DOSでは使われなくなったものですから！
※シェアウェアとなっていますので献立数を５より多く使いたい場合は料金を振り込みいた
だければ総献立数３００のファイルをお送りいたします。もっと多くの献立数が必要な場合は
ご連絡ください。
食品成分表は５訂版に改訂しておりますが間違いなどあればお連絡いただければ幸いです。

［連絡先］ Email: gnabe555@gmail.com
tikatoki38@yahoo.co.jp

カズさん


